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研究成果の概要：コンピュータによるコミュニケーションに対して，ダイナミック社会的イン

パクト理論のモデルがどこまで適合しうるのかを検討した。この理論は、社会的影響過程にお

ける一般的な法則、すなわちある状況におかれた個人が他者から受ける影響の大きさを定める

法則はなにかを求めようとするものである。匿名性の元で、対人魅力の規定因としての接触頻

度を社会的距離として理解することの必要性を論じた。 
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１．研究開始当初の背景 

日常生活において、われわれは他者との接
触を通じて相手に対する印象を形成し、魅力
を感じ、そして態度や行動など多岐にわたっ
て影響を与えあう。インターネットにおける
電子メールやチャット、電子掲示板における
他者との接触も、やはりそのような対人過程
を引き起こす。本研究では、さまざまな対人
過程、特に対人認知や対人魅力といった社会
心理学では古典的なテーマにおいて、コンピ
ュータ・ネットワークを通じたコミュニケー
ション（CMC）の普及と普遍化がどのような
変化を個人内プロセスにもたらしたのかを
論じていく。 

 

２．研究の目的 

この変化を理解するためには、まず直接対
面で会って話す従来のコミュニケーション
と、CMC にどのような違いがあるのかを考
える必要がある。ここでは、インターネット
におけるコミュニケーションやコミュニテ
ィを論じる際にキーワードとして用いられ
ることの多い「匿名性」をまず取り上げ、そ
の性質について整理する。次に、この匿名性
の概念を軸に、手がかり濾過アプローチと
SIDE モデルという２つの理論的枠組みを紹
介する。そして、対人魅力と社会的影響過程
の 2 つの領域において、これらの理論に基づ
いたどのような実証的研究が行われている
かを概観する。 
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３．研究の方法 

 

関連する研究をレビューおよび先行研究
のデータの再分析を行い、匿名性の概念につ
いての検討を行った。 
 
４．研究成果 
 

「匿名性」という単語がインターネットに
おける人間の行動を説明する際に使われる
時、日常用語としても、心理学の学術的用語
としても、その定義が統一されていないため
注意する必要がある(Joinson, 2003)。森尾
とバコルズ(Morio & Buchholz, in press)は
畦地(Azechi, 2005)の議論に基づいてさまざ
まな理論的枠組みで用いられる匿名性の概
念を整理し、階層的に理解するアプローチを
提唱している（図 1）。 
 

 
図 1 匿名性の水準の階層的構造 

 
最も基本的な匿名性である視覚的匿名性と
は、コミュニケーションの相手を見ることが
できないことを指す。ビデオチャットやテレ
ビ会議のような例外を除いて、インターネッ
トにおけるコミュニケーションでは、メッセ
ージのやりとりの際に相手の映像が伴わな
いことが普通であるため、視覚的匿名性が存
在する。たとえコミュニケーションの相手が
知人であっても、そして実名でコミュニケー
ションを行っていても、メッセージのやりと
りの際に直接相手の姿を見ることがないの
であれば、視覚的匿名性のあるコミュニケー
ションであることになる。このような視覚的
匿名性はより上位の匿名性の必要条件とな
る。情報通信技術の発達により、現代では CMC
は必ずしも視覚的特性を伴うとは限らない
が、インターネット上の主要なアプリケーシ
ョンである電子メールや電子掲示板、チャッ
トなどでは視覚的匿名性の影響を強く受け
る。 

匿名性のより高次の水準であるアイデン
ティティの乖離は、CMC におけるアイデンテ

ィティが実名などの現実世界でのアイデン
ティティとは切り離されている状態を可能
にするような環境を意味している。オンライ
ン・コミュニティにおいて、ログネームやハ
ンドルネームといった、実名以外の別名を用
いて他者とコミュニケーションを行うよう
な環境、もしくはコミュニケーションそのも
のにはこのアイデンティティの乖離が伴っ
ている。オンラインゲームやバーチャルリア
リティ技術によって実現された３次元の仮
想世界、さらにはテキストによるコミュニケ
ーションを主体とした電子掲示板やブログ
において、実名ではなく別名を用いて新たな
アイデンティティを構築する個人の例は枚
挙にいとまがない(たとえば、Turkle, 1995
など)。 

識別性の欠如は匿名性がもっとも高い状
態であり、コミュニケーションにおいて、メ
ッセージの送り手がだれであるのか識別す
ることが不可能な環境、もしくはそのような
コミュニケーションの特徴のことをさす。本
や手紙の執筆者が「匿名」である、というと
き、それはその著者が誰であるかわからない、
ということであるから、日常用語としての本
来の「匿名」はこのようなコミュニケーショ
ンの説明に用いられてきたともいえる。イン
ターネット上のアプリケーションの例では、
「２ちゃんねる」(http://www.2ch.net/)に
代表される匿名掲示板や、動画にスクロール
するコメントをつけることによってコミュ
ニケーションを行う「ニコニコ動画」
(http://www.nicovideo.jp/)のコミュニテ
ィなどがこれに該当する。また、電子掲示板
への記事の投稿やブログのコメントにハン
ドルネームなどのアイデンティティの記載
を義務づける場合でも、投稿時に自由に別名
を作り上げることができるような場合、その
コミュニティでは別名は個々を区別する役
割を果たすことができないため、結果として
識別性の欠如が生じることがある。電子メー
ルのような固有の情報と個人を結びつけた
認証システムがないコミュニティにおいて
観察されうる。 

このモデルに従えば、匿名性には異なる水
準があり、それぞれがもつ効果も異なると予
測することが妥当であるがしかし、社会心理
学的研究においては、特に視覚的匿名性とそ
の他の匿名性について厳密に区別されてい
ないのが現状である。視覚的匿名性の操作に
は、スピアーズら(Spears, Lea, 
Corneliussen, Postmes, & Ter Haar, 2002, 
研究１)によるコミュニケーション時にパー
ティションなどで視界を遮る方法や、後述す
るビデオ画像を用いる方法などがある。だが、
視覚的匿名性の操作と同時に、コミュニケー
ションが別名で行われていたり（アイデンテ
ィティの乖離）、もしくはメッセージの送り
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手がまったく識別できない場合（識別性の欠
如）には、厳密な意味での視覚的匿名性を操
作しているとは言えないだろう。 

リーらは、テキストを主体とした 3 名集団
によるチャットにおいて、実験的に視覚的匿
名性を操作し、集団やその成員に対する評価
への影響を検討している(Lea, Spears, & 
deGroot, 2001)。ここで、視覚的匿名性の操
作は、カメラによるライブ映像の有無によっ
て行われ、視覚的匿名性が存在する条件（テ
キストのみ）と存在しない条件（テキストに
加えビデオ映像あり）がある。視覚的匿名性
がない条件では、参加者は記号によってのみ
その発言が弁別されるため、アイデンティテ
ィの乖離も同時に成立していることになる。
この実験では、参加者と 2名のサクラからな
る 3名が与えられたテーマについて 30 分間
チャットを行い、その後、集団とその成員に
対するさまざまな評価を行った。その結果、
視覚的匿名性の存在する条件、すなわちコミ
ュニケーション中に相手を見ることができ
ない条件では、存在しない条件に比べ、集団
と自己の同一視(group self- 
categorization)が高まることが明らかとな
った。また、視覚的匿名性のもとでは評価懸
念が高まったが、これはコミュニケーション
相手の表情などによる直接のフィードバッ
クが得られないためかもしれないと考える
ことができる。さらに、視覚的匿名性の存在
は、参加者に対人関係よりも課題そのものへ
と集中させる効果をもっていた。これも同様
に、非言語的な手がかりが得られなくなるこ
とにより、短期間での人間関係の構築が困難
であるため、参加者の注意が課題へと向いた
と解釈できる。 

インターネットに代表される CMCは、個人
と個人の間を繋いで情報や影響をやりとり
する手段として考えた場合、同じ物理的空間
を共有して会話を行うのと比べ、人々の心理
や行動にどのような違いがあるだろうか。コ
ンピュータの処理能力やネットワークの帯
域幅などの技術的な制約から CMCがキーボー
ドから打ち込まれた文章のみに主に依存し
ていた時代、インターネットは無機質である
という表現がなされていた。コミュニケーシ
ョンの際に相手を見ることができず、またメ
ッセージは一度平板な文字コードへと変換
されるため、その過程で、対面で会っている
なら伝わるはずの表情やニュアンス、姿勢な
どの非言語的な手がかりが「濾されて」しま
うためである。これは、CMC の発達以前に普
及していた郵便や電話といったコミュニケ
ーション・メディアとも多少なりとも共通す
る性質であるが、手紙とは異なり物理的な
「モノ」が介在せず、また電話とは異なり音
声の非言語的手がかりも伝わらないため、特
に CMCに強く特徴的である。このように手が

かりが濾過されてしまうことが CMCにおける
人々の心理と行動にどのような影響を与え
るかを検討するのが手がかり濾過アプロー
チである。非言語的コミュニケーション、特
に表情や身振り手振りなどの伝達が妨げら
れると、相手がそこにいる、という感覚、す
なわち社会的存在感(Social presence)が乏
しくなってしまう。視覚的匿名性によって希
薄化された社会的存在感は、通常の社会生活
では存在する抑制を解き放ち、フレーミング
といった他者への言語的攻撃行動やその他
の反社会的行動を引き起こしてしまう
(Sproull and Kiesler, 1991)。キースラー
らは、このような状態を「社会的匿名」とよ
び、社会心理学において、主に群衆行動の領
域で議論されてきた脱個人化作用の議論と
結びつけて論じている(Kiesler, Siegel, & 
McGuire, 1984)。暴動などの群衆行動では、
個人単独では決して行わないような無責任
な行動や攻撃行動が頻繁に観察される。この
ような群衆行動は、個人が集団に埋もれるこ
とにより個々人の行動の責任のありかがわ
からなくなってしまう匿名化によって引き
起こされる、と考えるのが脱個人化作用によ
る現象の説明である。匿名化により、自分と
いう個のアイデンティティが失われた結果、
自らの社会的な役割に対する意識が薄れ、そ
の結果、社会的規範の抑止力が働かなくなっ
てしまうと考えるのである。このようなメカ
ニズムが CMCにおいても生じる結果、反社会
的行動が観察される、と説明できる。 
 

社会的影響過程とは、個人間、集団間、ま
たは個人と集団の間で、片方がもう一方に影
響を与えた結果、行動や態度、感情、信念な
どを変化させる過程を全般に指す。ここでは､
CMCにおける社会的影響過程の研究として、
規範を扱ったものと態度変容を扱ったもの
の 2種類をとりあげる。規範とは集団や社会
において個人が従うことを期待されている
ような行動や判断の基準を指し、CMCにおけ
る規範の研究は主として、前述した手がかり
濾過アプローチによるものと SIDEモデルに
よるものとに分けられる。 
 手がかり濾過アプローチの考え方では、
CMCにおいては、対面であれば大きな影響力
を持つような、相手の性別や年齢、社会的地
位といった社会的文脈に注意を払うことが
少なくなると考えられる(Kiesler, Siegel, 
& McGuire, 1984)。その結果、日常生活にお
いて大きな影響力を持つような、他人を傷つ
けてはいけないとか、他者とは協調しなくて
はならないといった社会的規範が働かなく
なってしまう、と考えるのが手がかり濾過ア
プローチである。一方 SIDE モデルでは、視
覚的匿名性などの CMC の特性は、単純に社会
的規範からの逸脱を促すのではなく、それら



 

 

が引き起こすアイデンティティの変化を考
慮しなければいけないと考える。IDEモデル
では、個人と集団のどちらのアイデンティテ
ィの利用が促進されるかが、遵守される規範
を決定することになる。CMC に存在する視覚
的匿名性が個人差を埋没させ、より目立つ手
がかりとして、性別や民族、社会的階層など
の社会的カテゴリーの利用を促進するとす
れば、その社会的カテゴリーは社会的アイデ
ンティティとして人々の行動と心理を規定
し、その場において従うべき「規範」も、文
脈と状況に依存したその集団の規範となる。
フレーミングは、必ずしも社会的規範に外れ
た行為ではなく、むしろ逆に、コミュニティ
において基準となるような行動様式として
機能してしまったと考えることができる。た
とえば、匿名掲示板において民族間の確執や
衝突が話題となっているとき、そこで参加者
にとってもっとも利用しやすい社会的カテ
ゴリーとは「民族」になる。個人の意見の相
違や多様性は軽視され、自民族としての一体
感とアイデンティティが強調される。このよ
うな文脈においては、当然、自民族中心主義
が守るべき規範となり、極端な他民族排斥行
為が観察されることになる。松村・三浦・柴
内・大澤・石塚 (2004)は、識別性の欠如し
た電子掲示板「２ちゃんねる」への投稿記事
を分析し、「既出」を「がいしゅつ」と記述
するような、他では用いられることのない独
特な表現を定型的に用いることがその特徴
であり、またその定型的な表現技法の利用頻
度は、掲示板における議論の深さや発散傾向
といった文脈にダイナミックに影響を受け
ることを示している。この定型的な表現技法
は、２ちゃんねるという文脈では、その場に
おいて従うべき規範として作用していると
考えることができる。 
また、上記の研究の流れとは独立に、CMCに
おける態度変容を実証的に研究する一連の
研究に、ラタネらによるダイナミック社会的
インパクト理論に基づくものがある(Latané, 
1996; Latané & Morio, 2000; Latané, Nowak, 
& Liu, 1994)。ある時点においての対人間の
社会的影響力の大きさの予測を行う社会的
インパクト理論(Latané, 1981)を拡張したも
のがダイナミック社会的インパクト理論で
あり、そのような影響力が個人の間で継続的
かつ双方向的に及ぼされると、集団として見
た場合にどのような現象が生じるのかを扱
う理論である．ダイナミック社会的インパク
ト理論の骨子は、人々が 2者間の距離に応じ
てお互いに影響を及ぼしあい、自分の属性や
行動を変化させるというミクロな社会的影
響過程の積み重ねが、集団レベルでのマクロ
な自己組織化現象をもたらすと予測する点
にある．ダイナミック社会的インパクト理論
は CMCに限らず、対面も含めた社会における

幅広いメディアを通じたコミュニケーショ
ンを取り扱うが、実験のパラダイムに CMC を
用いることにより、より統制された状況下で
のコミュニケーションの結果として生じる
社会的影響過程を検討することに成功して
いる。典型的な実験室実験では、コミュニケ
ーションはその場限りのものであり、いわば
文脈から独立した状態であるといえる。一方、
ダイナミック社会的インパクト理論の実験
パラダイムでは、ダイナミックなモデルであ
るがゆえに継続的なコミュニケーションの
観察が不可欠であるため、参加者間の関係性
が持続した状態でのコミュニケーションを
複数回行うことになる。このような関係性を
前提にした将来の接触の予期は、対人魅力の
項でも述べたように対人行動の重要な要因
のひとつであり、文脈から切り離した実験室
場面を用いた単発的な実験とは異なる知見
が得られることがある。たとえば、実証編で
紹介する森尾ら(2004)の研究では、反復的に
CMCを行った結果として最終的に形成される
対人印象は、必ずしも個別のコミュニケーシ
ョンの結果として生じる印象の累積である
とは限らないことが示されている。相手から
受け取る自己開示の量は、その場の印象には
まったく影響を与えなかったが、数週間のコ
ミュニケーションを通じてその効果を測定
すると、非常に大きな正の効果をもっていた。
また、森尾(2007)においても同様に、単独の
コミュニケーションの結果生じる同調の大
きさが小さかったとしても、その累積により
最終的に集団に生じる変化は、個人に生じる
変化よりとは釣り合わないほど大きい場合
があることが示されている。 

手がかり濾過モデルや SIDE モデルとは異
なり、ダイナミック社会的インパクト理論の
焦点は個人の属性や行動を変化といったミ
クロな社会的影響過程にあるのではなく、マ
クロな集団自体の変容にあるが、物理的な距
離が存在することがこの理論の前提となる。
インターネットには物理的な距離が存在せ
ず、その代わりに接触頻度のばらつきをもた
らす社会的距離が存在することは示唆され
ているが、だとすればそのような社会的距離
の規定因は何だろうか。また、それはインタ
ーネットがあまねく普及した現代社会のコ
ミュニティや組織、社会をどのように変容さ
せていくのだろうか。個人内の過程を扱う手
がかり濾過モデルや SIDEモデルと、個人間
の社会的影響過程のモデルであるダイナミ
ック社会的インパクト理論の垣根を越えた
理論の出現が待たれる。 
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